
NPO法人きらきら星 職員給与規定 

（目的） 

第1条 この規定は、NPO法人きらきら星（以下「この法人」という）の、職員の給与に関する事項に

ついて定めたものである。 

 

（適用範囲） 

第２条 この規定は、この法人の職員として採用されたものに対して適用する。 

 

（給与などの定義） 

第３条 この規定で給与とは、労働の対価として職員に支払われるものをいう。 

 

（給与の決定） 

第４条 給与は時給制とする。 

２ 給与の時間単価、及び手当は予算の範囲内で代表理事が定め、理事会にてこれを報告するものとす

る。 

３ 職員それぞれの労働条件通知書に従い、支払うこととする。 

 

（給与計算期間） 

第５条 給与計算期間は、毎月１日から月末までとする。 

 

（給与の支払日） 

第６条 給与は毎月５日に支払う。但し、支払日が土日祝日に当たる際はその翌日に支払う。 

 

（給与の支払い方法） 

第７条 給与は、原則として通貨によって直接本人に支払う。 

 

（給与からの控除） 

第８条 給与の支払いに当たって、次に掲げる各号のものを法に規定されているものに限り控除する。 

 



（１） 給与所得税及び住民税 

（２） 健康保険、厚生年金保険、介護保険、雇用保険の保険料 

 

（時間単価の計算及び端数処理） 

第９条 遅刻、早退の時間計算は、１５分単位で行うものとし、その端数処理は次に掲げる各号のとおり

とする。 

（１） １５分以上の遅刻及び早退があった場合は１５分単位で減額を行う。 

（２） １５分以下の遅刻及び早退は１５分とみなす。 

（３） その他、本規定に定めのない事項については、各関係法令の例により、代表理事が定める。 

 

（退職時の給与の支払い） 

第１０条 職員が死亡し、又は退職した場合の当該給与計算期間の給与について、第６条の規定通り、本

人又は遺族に支払うことができる。 

 

（業務上疾病等による休業の取り扱い） 

第１１条 業務上の傷病又は通勤災害により休業した者は、労働基準法及び労働者災害補償保険法の定め

によって保険給付を受けるものとする。 

２その他本規定に定めのない事項については、各関係法令の例により、代表理事が定め、理事会にこれを

報告するものとする。 

 

（賃金の改定） 

第１２条 職員の時間給及び諸手当の賃金改定については、理事会にて定める。 

 

（その他） 

第１３条 この規定に定めることのほか、職員の給与に関し必要な事項は、代表理事が定め、理事会にこ

れを報告するものとする。 

 

（附則） 

この規定は令和６年７月１９日から施行する。 

 

 



給与規定 

（時間給） １時間１０００円 

（資格手当） 保育士、看護師 ＋５０円（時給に加算する。） 

（割増賃金） 深夜労働（午後１０時～午前５時まで） 時給２５%増 

    自宅等での勤務は対象外とする。 


